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t：・’つ躬34回ニコニコ離婚灘のお知5せ．．．1：三

〔期日〕5月3旧（月）三二」二半へ・4時

（会場〕青山う・ミアビル5踏く昭下鉄銀産1線表参蓮、着尺下車．A5｝頚口前）

〔受講：料・〕500円　　　　　　〔定員〕loa名

〔謡座梱1倒胞艦噌野鶏藻の桑藤薦
　　　　　　2部「齢・婬な辮・織・顛応墨型籍護士
‘6

書D揃5ま籠Dの会’，へのおさ乏い
粛穿12回‘さんどいん｛δんどの会

〔日　ifキj　5　F｛20日（キ）午後6時キ・（’8時

〔場前〕新矯町ビル1噸
　　　eサし1t。テーイ、ソク・サ［1こノdi

（会自粛000円　　（定員）t5名
〔テーマ〕『＝父：二見と‘ま？自塑

　　　2の他．言乱P一いテーマ∂～りま　trんか。

　　　前鳳雨の為．参加力ぐ・嫉め流のこ＝
　　　f；；］じテーマさす。

　　　pm．＃．，一．．．」　L－mu－11

大を町
2・一2一　’

　　　　　．型

kq内　＿＿／／！師｝一「
　　二二駅

　　　　　　　醗弛

暫翻［塑
　　　　　　　r一一一一．．一

　　一t　一一．”　　　　　　　　→ネ申田

伸レβ討靖幻τEし402一マ訪午ハ剛こ・・t一　PM・5・・0き乙受けイ寸け・

　　　　　　　予約の燭台上、鰻4qず2日前ま～ひ応δ巌。ちせ下tい・

☆灘前の方『句 ??h1糞譲㌦弗二上饗書瀦肖るBキ二二あ

貝缶言七曜についZのお断7bり

　円よりi∋・主宰の「ニコニコ紬昏言亀座」6

ヲ謁3キとなり．受講差iの中にも離璽昏しち人，

カぐ与え，てぎました。t2rうな9と．去た．悩δ｝も寅ζ

〈るし、：まごき宿’守仏もiましい。δた．タセ：零1こ

イ主んでいて、講座κも出らkないカご．イ中間かご

ほい、という声も多ぐ，この二つの目的のために．

Hα磁伽Hα〃ぽ‘δ．スタートしました。当ネ刀tδ断

りtJ〈、言葦1座《り名タ華巨が5、既1こ】弓感浴して1し、ζ）

無も臨Zいno」　z’：こうしτ曳義も顛斗εt

bよう1こな＆と，「勝毎1こ送ってぎたのだ台う、

払いfミくない3と．栂っζ守紙を下見もう陶ご．
1δんσ）i！sしです幻ご．あqまし＃＿。qK　EeFL牙斗iさ．

h＞AOt　igkZfi“Niさ“Sく・　　7

▼早書箋5姦晶：離発行

▼発行人・円よ1）i｝▼繍集人｛彩睾》ド

瀞H伽｛諏Ha，，“f茎押売けδに1疹．針欝さん

のご協力球史…i歓き重球‘．ラ関しτ弓｛a制ぞ

」δ．ありきせ’ん，。1じ1イ憂しいう∫ご㌦イ也1こモ，

気にしていぢっしゃO秀雇いうと，い1ヴない乙

思し、．お匪1㌻」々）り乞苦くことIZしました。

呉高言亮矛斗δりも，とにぢく楽い升に
1＃っZSんで1い乞τご1ウ乞ら肖れτいいのζ・為．。

購読ラ∫法．磯乏勉也
●定期購言売出，肇・ヰ分千円ラーヰ分．＝千R
葛8り〔∋前後に缶こもとに届■き布。

●「完前に居在ヲ自．3tあ隆・埼亡んムと印べ（封ご

東Z．毎R．イ研通ε戻、Zききすq蓮に「届き音ぜん，」

との申し蹄勃丁6パ集筋処理の郁令上、

賃騨愚痴以ろ暫羅課蓼暦1ず
．VV－vKノ

i・150

東点郡諫谷区神宮前5－33－2
　原宿ハイム202　　オ7rtス・ヨリ・ソク


